
京都市認定通訳ガイド育成専門研修 仕様書 

 

1 委託業務名 

  京都市認定通訳ガイド育成専門研修事業 

 

2 業務目的 

   京都市内において外国人観光客に対し有償で観光ガイドを行うインバウンド人材を育成し，京都の深く正し

い情報を発信し，ひいては京都の国際的なブランド力の強化に資することを目的とする。また、本業務委託の対

象となる「専門研修」は、基礎研修にて、通訳ガイドとしての基礎的なスキルを習得した受講生を対象に、京都

に特化した専門知識を体系的に学んでいただく事を目的とする。 

 

3 京都市認定通訳ガイド第四期育成事業の概要 

 （１）募集人数 約 50名 

 （２）対象言語 英語・中国語・フランス語・スペイン語 

         ※応募段階で受講者の語学能力を確認し，研修は日本語で実施 

 （３）スケジュール 平成 30年 10月    受講生の募集 

平成 30年 12月  受講生の選考（書類・面接） 

           平成 31年 1月－3月   基礎研修 

             〃   4月－7月   専門研修 今回の業務委託が関連する項目 

                7月 20日     研修修了 

     

4 業務期間 



  契約締結日から平成 31年 8月 31日まで 

 

5 業務概要（具体的に提案いただきたい内容） 

  （１）別表１に記載された計 10 日間、35科目の研修における運営スタッフの手配 

     ＊運営スタッフの主な業務は、下記のとおり 

      ❶会場のセッティング（会場からの備品レンタル、機材準備など含む） 

       ＊資料を投影するための PC等備品の手配も含む 

      ❷講師の迎え入れと準備補助 

      ❸受講生の受付 

      ❹当協会から指定した資料の配布及び事務連絡の実施 

      ❺研修が円滑に行われるために必要と思われる講義中の補助業務 

      ❻講義終了後のアンケート回収、集計 

      ❼会場の撤収 

      ❽当協会への結果報告 

（２）別表１に記載された計10日間、35科目の研修における配布資料の準備 

※資料の手配は当協会にて実施。事業者は印刷・製本業務のみを行うものとする。 

  （３）その他、専門研修の円滑な運営のために必要と思われる業務。 

  

6 業務実施体制 

本事業を行なうため，業務を円滑に遂行できる事業推進体制を整備すること。 

 



7 その他 

 （１）個人情報等の保護 

    受託者は，この委託業務によって知り得た個人情報及び通常秘密とされる企業情報をこの事業の目的

外に使用してはならない。これは委託期間終了後も同様とする。 

 （２）損害賠償 

    委託業務の実施に伴い第三者に与えた損害は，当協会の責に帰すべきものを除き，全て受託者の責任

において処理すること。なお，損害賠償は委託契約書委託料の対価の総額を上限とする。 

 （３）著作権の取扱 

    円滑な事業の実施，成果の普及を図るため，この委託業務により生じた著作権については，原則として

当協会に帰属させるものとする。 

 （４）協議事項 

    この仕様書に定めのない事項又は業務の遂行に当たり疑義が生じた場合は，当協会と受託者の協議に

よりその解決を図るものとし，当該協議が整わないときは，当協会の指示するところによるものとする。 

（５）留意事項    

  受託者が，上記各条件に違反した場合は，契約書の規定に基づき当協会が委託業務の一部又は全

部を解除し，委託料を交付しない又は交付している委託料の一部若しくは全部を返還させる場合がある。

当協会は，契約を解除した場合は契約書の規定に基づき損害賠償を求める場合がある。 

（以上） 



文化財 会場：キャンパスプラザ京都・メルパルク京都

NO 委託対象 内　容 場所（予定）

1 09:30-11:00
文化財とは何か？その歴史と国際比較、
世界の人々に日本の文化財を語る前に

宗田　好史 京都府立大学副学長

2 11:10-12:40

3 13:40-15:10

4 15:20-16:50

5 09:30-11:00

6 11:10-12:40

7 13:40-15:10

8 15:20-16:50

9 09:30-11:00

10 11:10-12:40

11 13:40-15:10

12 15:20-16:50

13 09:30-11:00

14 11:10-12:40

15 13:40-15:10 これからの文化財制度、
京都市文化財保護課が始めた新制度と文化庁移転

宗田　好史 京都府立大学副学長

伝統文化 会場：キャンパスプラザ京都

NO 委託対象 内　容 場所（予定）

1 13:40-15:10 日本人と宗教　～日本人にとっての神と仏とは？～

2 15:20-16:50 京の春の行事「葵祭」

3 11:10-12:40 香道 濱崎　加奈子 公益財団法人有斐斎弘道館　館長

4 13:40-15:10

5 15:20-16:50

6 11:10-12:40 歌舞伎 水口　一夫 　松竹株式会社　脚本・演出家

7 13:40-15:10

8 15:20-16:50

9 09:30-11:00

10 11:10-12:40

11 13:40-15:10 京の夏の行事「祇園祭」 八木　透 　佛教大学歴史学部　教授

12 09:30-11:00

13 11:10-12:40

14 13:40-15:10

15 15:20-16:50

食文化 会場：京都府立大学　稲盛記念会館

NO 委託対象 内　容 場所（予定）

1 09:10-10:40 概論： 文化遺産としての京の食文化を考える 宗田　好史 京都府立大学　副学長
京都和食文化研究センター　センター長

2 10:50-12:20 京料理とは、料理人から見る京都の食文化 仲田　雅博 京都府立大学　客員教授
京都調理師専門学校　校長

3 13:20-14:50 京料理を伝える、京の食文化を支える老舗の数々 園部　晋吾 京都料理芽生会　会長
山ばな平八茶屋　代表取締役

4 13:20-14:50 京料理の歴史入門 上田　純一 京都府立大学京都和食文化研究センター
特任教授

5 15:00-16:30
年中行事とハレの食

日常（ケ）のおかず「おばんざい」
杉本　節子

京都府立大学　客員教授
公益財団法人奈良屋記念杉本家保存会

常務理事兼事務局長

6 10:50-12:20 水菜と京菜　―　江戸時代の文芸から京の野菜再発見　― 母利　司朗 京都府立大学文学部　教授

7 13:20-14:50
京漬物から京都の歴史を知る

－京野菜と食文化
平井　達雄 京都府漬物協同組合　理事長

京つけもの西利　代表取締役副会長

8 15:00-16:30
お茶から京都の歴史を探る
－茶と茶業・日本茶の世界

藤井　孝夫 京都学園大学　バイオ環境学部　食農学科　教授

9 09:10-10:40 菓子文化から京都の歴史を知り花鳥風月を語る 濱崎　加奈子 公益財団法人有斐斎弘道館　館長

10 10:50-12:20 広がりゆく京菓子の世界 太田　達 公益財団法人有斐斎弘道館

11 13:20-14:50 米から京都の歴史を探る 佐藤　洋一郎 京都府立大学京都和食文化研究センター
特任教授

12 15:00-16:30 和食文化のユネスコ無形文化遺産登録 熊倉　功夫 一般社団法人和食文化国民会議　名誉会長
京都府立大学　客員教授

13 09:10-10:40 茶の湯の懐石から京料理へ、京都の料亭の世界 栗栖　正博 日本料理アカデミー　副理事長
京料理たん熊北店　三代目主人

14 10:50-12:20 （仮称）日本酒 増田　徳兵衛 伏見酒造組合　理事長
株式会社増田德兵衞商店（月の桂）　社長

15 13:20-14:50 和食文化で京都観光、食を通じて文化を知ること 宗田　好史 京都府立大学　副学長
京都和食文化研究センター　センター長

【別表１】京都市ビジターズホスト第四期生　専門研修 運営委託講義について

日　程 講師（敬称略）

5月18日 （土）
キャンパスプラザ京都

4階　第4講義室
絵画①～③ 福島 恒徳

花園大学　文学部文化遺産学科　教授
花園大学歴史博物館　館長

6月1日 （土）

庭園①～② キャンパスプラザ京都
4階　第4講義室

仲　隆裕 京都造形芸術大学　芸術学部
歴史遺産学科　教授　学科長

仏像①～② キャンパスプラザ京都
4階　第3講義室

井上　一稔 同志社大学　文学部　教授

6月22日 （土） 建築①～④ メルパルク京都
4階　研修室3

矢ヶ崎　善太郎 大阪電気通信大学　工学部　建築学科　教授

6月30日 （日）

建築⑤～⑥
キャンパスプラザ京都

5階　第2演習室

矢ヶ崎　善太郎 大阪電気通信大学　工学部　建築学科　教授

日　程 講師（敬称略）

4月20日 （土） キャンパスプラザ京都
4階　第4講義室

八木　透 　佛教大学歴史学部　教授

4月21日 （日） キャンパスプラザ京都
2階　第1会議室華道①～② 芦田　一馬 京都いけばな協会　常任相談役

6月15日 （土） キャンパスプラザ京都
5階　第1講義室能楽・狂言①～② 片山　伸吾  能楽協会京都支部

7月6日 （土）
茶道①～② キャンパスプラザ京都

5階　第2演習室

山本　宗知 裏千家 今日庵 業躰

7月20日 （土）

花街①～②

キャンパスプラザ京都
5階　第1講義室

伊藤　修 元京都伝統伎芸振興財団参事
京都産業大学日本文化研究所　上席特別客員研究員

京の秋から冬の行事①～② 八木　透 　佛教大学歴史学部　教授

日　程 講師（敬称略）

5月11日 （土） 京都府立大学
稲盛記念会館　105室

5月12日 （日） 京都府立大学
稲盛記念会館　105室

5月19日 （日） 京都府立大学
稲盛記念会館　105室

6月9日 （日） 京都府立大学
稲盛記念会館　105室

6月29日 （土） 京都府立大学
稲盛記念会館　105室
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